
Sx500シリーズスタッカブルスイッチでの
QoSクラスマッピングの定義 

目的
 

クラスマッピングは、アクセスコントロールリスト(ACL)ルールをQuality of
Service(QoS)設定に適用します。ACLとアクセスコントロール要素(ACE)は、ネットワーク
に許可するトラフィックと、ネットワークから拒否するトラフィックを示すように定義され
ます。ACLは、ネットワーク内のトラフィックを効率的に制御する方法です。このドキュメ
ントでは、Sx500シリーズスタッカブルスイッチでクラスマップを定義する方法について説
明します。
 
注：MACベースのACLを設定する(詳細については、『Sx500シリーズスタッカブルスイッ
チでのMACベースのACLおよびACEの設定』を参照)とIPベースのACLを設定する必要があ
ります(IPv 4ベースのACLACLACLおよびACEクラスマッピングを設定する前に、Sx500シ
リーズスタッカブルスイッチでIPv6ベースのACLとACEを設定するとSx500シリーズスタッ
カブルスイッチでACEを設定する)。
  

該当するデバイス
 

・ Sx500シリーズスタッカブルスイッチ
  

[Software Version]
 

•1.3.0.62
  

クラスマップの定義
 

ステップ1:Web設定ユーティリティにログインし、[Quality of Service] > [QoS Advanced
Mode] > [Class Mapping]を選択します。「クラスマッピング」ページが開きます。
 

 



 
ステップ2:[Add]をクリックして、クラスマッピングを追加します。「クラスマッピングの
追加」ページが開きます。
 

 
ステップ3:[Class Map Name]フィールドで、このマッピングに使用する名前を入力します。
 
ステップ4:[Match ACL Type]フィールドで、パケットがクラスマップで定義されたACLにど
のように一致する必要があるかを選択します。次のオプションがあります。
 

 
・ IP：パケットを許可するには、定義されたIPベースのACLと一致する必要があります。
 



 
・ MAC：パケットを許可するには、定義されたMACベースのACLと一致する必要があり
ます。
 

 
・ IPおよびMAC：パケットを許可するには、IPベースのACLおよびMACベースのACLと
一致させる必要があります。
 

 
・ IPまたはMAC：パケットが許可されるには、IPベースACLまたはMACベースACLのい
ずれかに一致する必要があります。
 



ステップ5:[IP]フィールドで、クラスマップのアクセスコントロールに設定されている内容
に基づいて、IPv4またはIPv6のいずれかを確認します。ドロップダウンリストから、チェッ
クした値に加えて目的のACLを選択します。 
 
ステップ6:[MAC]フィールドで、クラスマップのドロップダウンリストから目的のMACベー
スACLを選択します。 
 
ステップ7：ステップ4でIPとMACまたはIPまたはMACを選択した場合、[Preferred ACL]フ
ィールドでIPまたはMACの優先順位を設定できます。パケットをIPベースのACLと照合し、
次にMACベースのACLと照合する場合は、[IP]オプションボタンを選択します。それ以外の
場合は、[MAC]オプションボタンを選択します。
 
注：新しいクラスマップを作成するには、クラスマップ名を指定し、1つまたは2つのACLを
クラスマップに割り当てます。クラスマップに2つのACLがある場合は、フレームが両方の
ACLに一致する必要があるか、選択した一方または両方のACLに一致する必要があることを
指定できます。2つのACLは、IPベースのACLとMACベースのACLです。
 
ステップ8:[Apply]をクリックします。実行コンフィギュレーションファイルが更新されます
。
 

 
すべてのクラスマップがクラスマッピングテーブルで更新されます。
 

 
ステップ 9（オプション）： クラスマップを削除するには、削除する必要があるクラスマ
ップ名を確認し、[削除]をクリックします。
 



 
クラスマップが削除され、変更内容が実行コンフィギュレーションに保存されます。
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